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ODAO 水溶液に HBr を添加した場合、モル比で５％の HBr 添加で緩和時間が約 100 倍長いものとなった。 
 ODAOの紐状ミセル系において、添加する酸の種類による巨視的ダイナミクスヘの影響はHC1がHBrよりも強く、
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 これは、紐状ミセルの微視的ダイナミクスと巨視的ダイナミクスとの間に関係性が見出された初のケースである。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 板谷修司君は、低分子非イオン水溶液、および非イオン型界面活性剤ミセル水溶液について、広範囲な周波数域で
誘電緩和測定を行い、誘電緩和強度と誘電緩和時間を精密に決定した。また、動的粘弾性も測定し、得られた測定結
果を精密に解析することから、アミンオキシド系界面活性剤水溶液のミセルに関して、以下に示すような重要な物理
化学的知見を見出した。 
１）紐状ミセル水溶液に関するこれまでの研究では、ミセル内部で起こる分子運動（ミクロダイナミクス）が、溶
液の流動性に関わるような巨視的運動性（マクロダイナミクス）に対して何ら影響を与えないと言われてきた。
板谷君は、オレイルジメチルアミンオキシド水溶液がミクロダイナミクスとマクロダイナミクスの両者に強い相
関を有する紐状ミセル水溶液であることを初めて見出し、その関連性を定量的に記述することに成功した。特に
ミセル内部において形成される分子間水素結合の量が、両ダイナミクスを支配する極めて重要な因子であること
を明らかにした。 
２）アミンオキシド系界面活性剤水溶液は一般に４つの誘電緩和モードを持つことを見出し、それぞれの緩和モー
ドの帰属に始めて成功した。 
３）テトラデシルジメチルアミンオキシド水溶液中では、酸添加によって球状から紐状へのミセルの形態転移が観
測される。これに伴うミセル内部での分子運動の変化について検討し、この変化がカチオン性界面活性剤水溶液
におけるミセルの形態変化において観察される分子運動の変化と極めて類似していることを明らかにした。 
４）アミンオキシド系界面活性剤分子が水溶液中でミセルを形成した際に、その分子のヘッドグループが持つ双極
子モーメントの大きさを見積ることに成功し、一つのヘッドグループに強く水和している水分子が２つであるこ
とを見出した。 
 以上より本論文は、アミンオキシド系界面活性剤水溶液のミセル形態とその転移現象、さらに紐状ミセル内部での
ミクロダイナミクスと溶液全体のマクロダイナミクスの相関についての具体的描像を与え、ミセル内部での分子間水
素結合の重要性について新たな知見を与えたものとして高く評価しうるものである。よって、本論文は博士（理学）
の学位論文として十分価値あるものと認める。 
